
辻議員  1001 作成部局 総合政策局  No.1

質問要旨 市報へ用語解説や用語説明を掲載してほし

いと思うがどうか。また、QRトランスレーターの活用は

できないか。

答弁要旨

市報あまがさきにつきましては、様々な年代など幅広

い市民の皆様に読んでいただく広報誌として、出来る限

り簡単な言葉や表現を使用するようにしております。

しかし、記事の内容上やむを得ず難しい専門的な用語

や聞きなれない言葉を記載する場合もあることから、そ

のような際は、紙面に限りのある中ではございますが、必

要と思われる言葉  の後に、括弧書きで意味を補足し

たり、特集記事においては用語解説を挿入したりといつ

た対応を行つております。

こうしたことから、ご提案のようにQRトランスレーター

を活用し、携帯電話でQRコードを読み取つて見るような

用語解説のページを作成することまでは考えておりませ

んが、                他都市事例

なども参考にしな添蓄晉驚り分かりやすい広報誌の作成

に努めてまいります。

以 上



(安 田教育次長答弁 )

辻議員 1002   作成部局 教育委員会 No.1

質問要旨 年々増加している夜間照明設備利用者負担

金の要因はなにか。また、子どもが利用する運動場の

夜間照明利用者負担金を無料にできないのか。

答弁要旨          
イ

議員ご指摘の令和2年度から4年度にかけての利用

者負担金の増加につきましては、新型コロナウイルス感

染防止対策による学校開放休止などの活動制限や団

体の活動自粛がなくなってきたことで利用実績がコロナ

前の水準まで 復しrたことによるものでございます。口

次に利用者負担についてですが、運動場の夜間照明

は、主に学校活動で使用される体育館とは異なり、学校

開放事業のために整備した設備であり、特定の利用者

が使用すること、また電気料金につきましても、体育館と

比べても非常に高額となることから、受益と負担の観点

からも、大人の団体は1 回1000円 、子どもの団体はそ

の半額の500円をご負担いただいています。

今後も、持続可能な事業となるよう、引き続き利用者

負担金をいただき、電気料金や修繕費等に充ててまい

りたいと考えております。         (以 上)



,

辻議員 1003   作成部局 保健局   No。 1

質問要旨 今後も兵庫県の「ギャンブル等依存症対策推

進計画」に沿つて、対策を考えていくのか。本市独自

の依存症対策や条例制定の考えはあるのか。

答弁要旨

ギヤンブル依存症は、適切な治療と支援によって回復

が十分可能であるとされていますが、一方で「否認の

病」とも言われており、依存症患者自身が病気であるこ

とを認めない病とされています。

また、ギャンブル依存症に関連して、多重債務や貧困、

虐待、自殺等、様々な課題も生じることから、国におい

ては、総合的、計画的にギャンブル依存症対策を推進

するため、平成30年に「ギャンブル等依存症対策基本

法Jを制定し、推進計画も策定しております。

一方、都道府県においては、推進計画の策定は努力

義務とされていますが、兵庫県においては、国と整合性

を取る形で、独自に推進計画を策定しており、「ギャンブ

ル等依存症で苦しむことのない、安心できる社会の実

現」を目標として、F予 防」、「発症口進行」、「再発」の各段

階において、取組を行うこととされています。

(次ページヘ続く)



No.2

こうした中、本市におきましては、社会復帰に向け、依

存症の方が早期に医療に繋がるよう、計画の趣旨を踏

まえ、保健所において専門医による「依存症相談」を定

期的に実施しており、あわせて医療機関や自助グルー

丁プ、民間団体を紹介するなどの支援も行つております。

ギャンブル依存症対策は、行政や民間団体、関係事

業者等が広域的に連携・協力しながら、進めていくこと

が重要であるため、本市独自に条例を制定する考えは

ございませんが、引き続き、県の計画に沿つて、連携ロ

協力を深める中で依存症対策に取り組んでまいります。

以 上



(増田教育次長答弁)

辻議員 2001      作成部局 教育委員会 No.1

質問要旨 給食時の様子は、以前のように楽しい時間に

戻ったのか。

答弁要旨

「学校における新型コロナウイルス感染症に関する

衛生管理マニュアル」では、給食前後の手洗いの徹底と、

飛沫を飛ばさないように注意することが重要とされて

おり、具体的には適切な換気の確保や、大声での会話を

控える、対面の場合は lm程度の距離を確保すること

などの措置を講じることとなっております。

こうした環境であれば黙食の必要はないことから、

現在では、席が近い児童生徒同士でおしゃべりをしなが

ら食べたり、おかわりの人をじゃんけんで決めたりと、

楽しい給食の時間が徐々に戻つてきているところでござ

いまず。
フ

以 上



(増田教育次長答弁)

辻議員 2002      作成部局 教育委員会 NoL l

質問要旨 去年の 1月 以降、小 g中学校の給食で地産地

消を行った食材はなにか。

答弁要旨

昨年 1月以降、小 日中学校の給食で地産地消を行つた

食材は、市内産の「米」や、「′卜松菜」、「ほうれん草」、「青

ネギ」、「水菜」(「 しろな」といった葉物野菜、伝統野菜の

「田育とのさといも」でございます。

以 上



辻議員  2003 作成部局 都市整備局 NoJl

質問要旨 阪急園田駅北側の広場整備の時期は。また、

園田駅前に道路が繋がるのはいつ頃か。

答弁要旨

阪急園田駅北側の駅前広場の整備については、利

用者が滞在しやすく、また地域のにぎわい創出にもつな

がるような広場の整備を目指しているため、まずは、用

地買収が完了した部分を暫定的に整備し、実験的に地

元の方々に使つてもらい、その利用の中でいただいた意

見等を参考に、最終的な整備形態を決定していきたいと

考えております。

この暫定整備の着工は、今年の秋頃を予定しており、

令和6年 1月 頃の完成を目指しております。

なお、道路が駅前につながる最終的な整備は、移転

していない物件がありますが、令和7年 3月 の完成を目

指して取り組んでいるところであります。

以 上



辻議員  2004      作成部局 福祉局  Noと 1

質問要旨 本市に独居老人は把握しているだけで何人

いるのか。何名が、在宅高齢者等あんしん通報システ

ムを利用しているのか。

答弁要旨

令和2年の国勢調査では、65歳以上の単身世帯は、

28,198世帯となうております。

また、令和5年 3月 末現在で、尼崎市在宅高齢者等あ

んしん通報システムを利用している65歳以上の単身世

帯数は、510世帯となつております。

以 上


